
志布志市
教育委員会

〇 家庭学習の基本的な考え方
〇 工夫した点

★家庭学習の過程
⑴ 学校から出された課題に取り組む（音読、日記、プリント等）
⑵ マイゴールチャレンジに取り組む
① あらかじめ考えていたインタビュー内容について、家族にインタビューを行う。
② インタビューを行った後、さらに聴いてみたいことを質問する。
③ 学習支援アプリを活用し、米作りについての知識を深める。

⑶ 学習した内容を、家族に知らせる。
⑷ 関連する本や教科書、資料を読んだり、インターネットで調べたりする。

★学校の関わり
⑴ 授業で学んだ米作りについて、疑問に思っていること、米を作っている方にさらに
聞いてみたいことを考えさせる。

⑵ 学習支援アプリの該当チャプターを紹介し、必要に応じて、補充問題や動画解説を
視聴するように指導する。

★保護者（祖父母を含む）の関わり
⑴ 児童からインタビューを受ける。
⑵ 見届けをする。（誉める、励ます、自信をもたせる）

★実践の様子（児童と保護者のやりとり）
児 童：何時ぐらいに田んぼに行っていますか。
保護者：５時か５時半。田植えから稲刈りまでの期間は毎日行っている。
児 童：米を作るのを嫌だと思ったことはありませんか。
保護者：田んぼがある家に産まれた運命だと思って頑張っている。自分の親もそうやって

米を作ってきてくれた。
★成果
○ 普段以上に、家庭学習に主体的に向かう姿が見られた。
○ マイゴールチャレンジに取り組んだ内容は、授業での主体性も高まった。
○ 保護者に関わってもらうことができ、自信がついた。

★課題
△ 保護者の関わりについて、加重負担にならないように程度を見極める必要がある。

「家庭学習ＭＧＣ」実践例

【小学５年生 社会のＭＧＣ】
  米作りをする人々の思いについて理解を深めるために、米を作る家族へ
のインタビューに取り組んだ家庭学習

潤ケ野小学校 ５・６年

（様式１）

〇 ＭＧＣの取組

★ 自分に合った家庭学
習計画を立てましょう。

★ 学校から出された課
題をもとに、家庭学習
の計画を立てましょう。

★ タブレットを使用す
る時は、「持ち帰り
ルール」を守って、
「安全・安心・快適」
に使用しましょう。

★ 補充学習に、学習支
援アプリや学習者用デ
ジタルコンテンツを活
用しましょう。

★ 計画を立てて、取り
組んだことは、家族や
先生に見てもらいま
しょう。



大崎町
教育委員会

〇 家庭学習の基本的な考え方

★ 「授業」と「宿題」を区別する概念を取り払い，学校（授業）で行う
学習と家庭学習を連続した一体のものとして捉える。【学習への考え方】

★ 授業時には，用意した課題の内容や趣旨などを十分に説明し，基礎的
な内容から発展的な内容までの取組を，各生徒が「いつやるのか」「い
つまでに終えて提出するのか」「この課題は自分に必要なのか」などを
自ら考えて取り組むことができるようにする。そのため，授業時以外に
取り組む課題を「宿題」とは呼ばない。【課題の難易度・量・回数，期限の柔軟性】

★ 原則としてタブレットを用いる学習課題を用意し，課題の配布や提出，
添削や返却などを一元的に行う。また，授業から家庭学習まで一体とし
て捉えた学習の状況や成果を，可視化して生徒に還元し，さらに意欲が
高まるようにする。【教師の業務効率化・生徒のさらなる意欲づけ】

〇 工夫した点★ポイント（左の授業時のカード例と対応させてある。）

「家庭学習ＭＧＣ」実践例

【中学１年 社会科のＭＧＣ】
学びを連続させるために学校の学習も家庭学習も，自分の力で，自分の

ペースで取り組む学習大崎中学校 １年

（様式１）

〇 ＭＧＣの取組

授業時に配布するカード（学習支援アプリ）例
必要なものをひとつのカードにまとめて提供

①教科書の確認
教科書本文を読めば解
答可能な重要語句，重
要文を確認する課題。

④動画の視聴
自分の進捗状況やタイ
ミングで，繰り返し視
聴可能。

②図版,資料の確認
教科書中の資料と付随す
る解説などの確認を行う。

③ワーク（基本）
ワークの該当箇所を解く。

⑤ワーク（発展）
ワークの該当箇所を解く。

⑥復習
進捗の早い生徒や意欲の
ある生徒が取り組むこと
ができる課題を用意。こ
の時は前時までの復習内
容を用意。

①教科書を理解
教科書本文をほぼそのまま引用し
た問題文。これを解くために生徒
は自然と教科書を精読することが
習慣化し，「教科書を傍に置いて
自分で学習することができる」力
につなげる。説明する力を伸ばす
ための文章抜粋も取り入れている。

②図版,資料
教科書に配置されている資料の，着
目してほしい部分を空欄にした課題。
何気なく眺めるのではなく，意識を
もって資料に接する態度を養い，自
学可能な力を養う。この資料では
「鑑真」と「唐招提寺」を空欄とし
た。※教科書中の図版

③・⑤・⑥共有課題・ジャンプ課題
画像は，９月30日㈫の授業で与えたジャンプ課題
④の提出箱の表示。この課題の締め切りは10月４
日㈯の21：00とした。ノー部活デーの活用，土日
のスケジュールや他の課題との兼ね合いも考えて，
「いつ済ませるかを自分で考え，計画して取り組
もう」と説明し，声かけしている。

③・⑤・⑥共有課題
・ジャンプ課題

画像は，９月26日の授業で与えた
ジャンプ課題の提出状況の表示。こ
の課題の締切は９月28日㈰の21：00
であった。この生徒は，表示の通り
締切日の21：23に提出している。時
間の制約や疲労などがある中で自ら
を律し，この時間に課題と向き合っ
ていたことも把握できる。もちろん，
締切日以前に提出した生徒も多く，
中には授業中に済ませることができ
た生徒もいた。各自が自分のペース
で課題に取り組んでいることが分か
る。

④資料（動画）
教科書中に二次元コードで用意され
ている動画をダウンロードして学習
支援アプリで提供。いつ見るか，何
回見るかを生徒自身の判断にゆだね
る形にしている。

生徒名

教科書に掲載
されている
資料

教科書に掲載されている
資料



東串良町
教育委員会

〇 家庭学習の基本的な考え方

★ 自主的・主体的に学ぶ姿勢を育てる。
→ 苦手教科や不得意分野など，自分でテーマや課題を決めて自主的・
主体的に学習する。

★ 日々の学習の積み重ねを大切にすることで，学習習慣を身に付ける。
→ 毎日の継続的な取組が，学力の定着につながる。

★ 振り返りや自己評価を取り入れる。
→ その日の学習内容や理解度を自分で確認し，次につなげる。

★ １年生９０分，２年生１２０分，３年生１５０分の家庭学習を奨励。
→ 時間は目安（中学校で理解を深めるために必要な時間）であり，学
習の内容や質にこだわる。

学習者主体の授業（数学科）と関連した家庭学習（自学ノート）
題 材：平面図形
内 容：角の二等分線，垂線，線分の垂直二等分線の作図
めあて：基本的な作図の方法を理解し，活用できるようになる。
★ 家庭学習用プリントを作 ★ 家庭学習（自学ノート）で
成・配布し，基本的な作図 基本的な作図ができるように
方法の定着を図った。 繰り返し練習した。

〇 工夫した点
★ポイント
本校では全学年で自学ノートに取り組んでいる。１年生でも中学校生活に慣れてきた５

月からスタートし，１週間に５ページ取り組むこととしている。特に教科の指定は行わず，
自分の苦手な教科や単元，当日習った学習内容などを積極的に進めている。
チェックは担任だけでなく，学年部の職員６名で担当を決めて確認をしている。毎週金

曜日には，学年主任がチェックし，うまく進められていない生徒への支援を行っている。
その中で，生徒が「何に取り組んでいいか分からない」という生徒の声から，数学科で

は，学習支援アプリを活用して，計算問題を配信している。

生徒は，MGCの活動により，計算問題に積極的に取り組む姿が見られるようになった。
学校に登校したらすぐにタブレットを起動させ，計算問題に取り組み，自学ノートを決め
られたページ以上に進める生徒が増加した。
５月に行った計算問題中心の単元テストでは，平均点が９０点を超えるなど，確実に計

算力を高めている。

「家庭学習ＭＧＣ」実践例

【中学１年 数学科のＭＧＣ】
  基本的な計算力を高めるために，自学ノートに取り組んだ家庭学習

東串良中学校 １年

（様式１）

〇 ＭＧＣの取組

小学校で習った計算問
題もあり，苦手な生徒にも
取り組みやすくした。

「超難問」と題して，難
関私立高校の入試問題な
どを提示し，学習意欲を高
める工夫をした。

1学期は合計で大問１～
44まで準備した。



錦江町
教育委員会

〇 家庭学習の基本的な考え方

家庭学習のねらい ⇒ 「基礎学力の定着」と「自ら学ぶ習慣づくり」
家庭へのお願い ⇒ 「意欲」と「集中力」を高める環境づくり
★ 学習への意欲をもたせるために
・学習を始める時間になったらテレビのスイッチを切る。

  ・すぐに取りかかれる易しい学習から始める。
  ・できることからはじめ，途中でつまずいたり分からなかったりしたら，

問題は次の日学校で質問できるようにする。
★ 学習に集中させるには
・おやつは学習が終わってからにする（ながら学習はさせない）。

  ・机の周りには，学習に必要でない物を置かない。
  ・時計を利用する。「正しく」「早く」「丁寧に」をめあてにする。
  ・「始まり」の時刻を守らせる。

〇 工夫した点
★ポイント

その日の宅習における「めあて」（MG）を設定し目的意識をもって家庭学習に取り組
んでいる。

○単元テストで間違えた問題を家庭学習で復習し，確実に理解しようとしている児童の例

「家庭学習ＭＧＣ」実践例

【小学６年 算数科のＭＧＣ】
  確実な理解にとするために，「めあて」を立てて取り組んだ家庭学習

大根占小学校 ６年

（様式１）

〇 ＭＧＣの取組

家庭では励ましと称賛を

年度初めに子供に説明する手引（R7年4月）

宅習の「めあて」（マイゴール）
を設定することで，目的意識を
もって取り組むことができる。

単元テストで間違えた問題に
再チャレンジすることで，なぜ間
違えてしまったのかを再確認す
るとともに，確実に定着できる
ようにする。

図や表もしっかり描くことで確
実な定着につながっている。

「まとめ」で､マイゴールを達成
できたかを振り返ることで自己
分析ができている。



〇 家庭学習の基本的な考え方

★ 各学年の平均的な学習時間の設定
【１年３０分 ２年４０分 ３年５０分
４年６０分 ５年７０分 ６年９０分】

★ 学校で，音読カードを作成する。学習後に保護者の見届け
及びサインをもらい，毎日提出する。

★ 今日，学習したことの復習を基本的に行う。

〇 工夫した点

「家庭学習ＭＧＣ」実践例

【小学５年生のＭＧＣ】
今日学習した内容を思い出し，定着を図るために，アクティブリコール

（思い出す活動）学習に取り組む家庭学習

（様式１）

〇 ＭＧＣの取組

○ 宿題（学校から指示された課題）をやり
遂げたり，漢字練習や音読,計算練習を継
続的に取り組んだりする。

○ 授業で分からなかった問題を解いて，今
日学習した事を思い出す活動をする。

○ 教科書やノートを読み返して，授業で学
んだことを「自主学習ノート」にまとめる。

○ 家庭学習に余裕があれば，次の授業で
学習する内容を予習してみる。

○ 教科で学習したことを生かして，発展的
な学習に取り組む。
・ 国語の時間に学習した,教科書教材と
テーマが同じ本を読んでみる。
・ 体育の時間に学習した運動を取り入
れた体力づくりを家庭で実践してみる。

○ 授業の内容や日常生活で気になること
や興味のあることについて,図書館や博物
館などを活用しながら，探究してみる。

南大隅町教育委員会
神山小学校 ５年



肝付町
教育委員会

〇 家庭学習の基本的な考え方

１ セルフマネジメントとして週単位等で家庭学習の計画を立てる。（主体的思考）
【学習者主体の授業との関連：子供が自ら問いを発見する】

２ AIドリルを中心とした家庭学習に取り組む。（ICTの活用）
【学習者主体の授業との関連：子供が解決の方法を見通す】

３ 新たな問いを探究し，進路や生き方につなげる振り返りを行う。（自己実現）
【学習者主体の授業との関連：子供が自らの学びを振り返り，次に生かす。】

１ セルフマネジメント⇒「自己成長を促す教育
用手帳（スケジュール帳））」の導入
⑴ 毎日の計画・持ち物・提出物を自己管理し
自己調整力を育成する。

⑵ 週毎に勉強・部活等の計画や目標，具体策
を記入する。

⑶ 週末の振り返りを翌週への目標設定につな
げることで，Plan-Do-Check-Actionが行いや
すい。

２ AIドリルの活用
⑴ 学習eポータル＋AI型教材は，児童・生徒
一人一人の習熟度に合わせて最適な問題を出
題するアダプティブラーニング教材である。

⑵ 授業の学びを個別最適に理解・定着でき，
授業の進度に応じた予習復習に活用できる。

⑶ 授業・家庭学習において一貫した学習が
可能になる。

〇 工夫した点１ 「自己成長を促す教育用手帳（スケジュール帳）」を活用する中で，自ら学習や部活動等の目標を
設定したり，年・月・週単位の計画を立てたりしながら主体的に考え行動する。
自分の気持ちや行動をコントロールさせることで，自己調整能力の向上をねらいとする。

２ 「AIドリル」を活用した「マイゴールチャレンジ」
⑴ 今日の授業で学習したことを復習し，自分の学習や取組を振り返りながら，AIドリルの設定（内
容設定や時間設定等）をすることができる。

⑵ 学習内容の定着が自分で即座に分かるため，学習内容等をもう一度整理したり，練習問題や発展
問題に自らの意志で取り組んだりすることができる。

⑶ 学習が終わったら，その日の取組の内容や方法を即座に振り返ったり，家族や先生，友達と共
有・相談したりして，翌日の授業や家庭学習につなげる。

「家庭学習ＭＧＣ」実践例

【岸良学園後期課程９年生のＭＧＣ】
「自分で学ぶ力」を身に付けるために，スケジュール帳とAIドリルを活用
した家庭学習

岸良学園 後期課程

（様式１）

〇 ＭＧＣの取組

目標設定 スケジューリング


